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平成 21 年 5 月 8 日 
各 位 

会 社 名 株 式 会 社  カ ー メ イ ト 

（URL http://www.carmate.co.jp/） 

代 表 者 名 代表取締役会長 兼 社長 村田 隆昭 

(ＪＡＳＤＡＱ コード番号：７２９７) 

問 合 せ 先 執行役員 総務人事部長 坂尻 一之 

Ｔ Ｅ Ｌ (０３)５９２６－１２１１(代表) 

 
特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は下記の通り特別損失を計上することとなりましたので、その概要をお知らせするとともに、

最近の業績動向等を踏まえ、平成 20 年 10 月 30 日に公表いたしました、平成 21年 3 月期（平成 20
年 4 月１日～平成 21 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた
します。 

 
記 

 

１．特別損失の発生及び内容 

個別決算において関係会社の財政状態が悪化したので、関係会社株式評価損 21 百万円、関係会社債権
に対しても貸倒引当金繰入額 40 百万円を計上いたします。（なお、関係会社株式評価損及び貸倒引当金
繰入額は連結当期純利益の計算においては消去されます。） 

 
 
２．平成 21 年 3 月期通期業績予想の修正（平成 20 年 4月１日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（１）連結業績予想数値の修正                           （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回予想(A) 15,990 859 526 320 42.10 
今回修正(B) 15,257 790 468 237 31.21 
増減額(B－A) △  732 △   68 △   58 △   82 ― 
増減率(%) △  4.6% △  8.0% △ 11.0% △ 25.9% ― 
(ご参考)前期実績 
(平成 20 年 3 月期) 15,566 976 464 302 39.79 

 （２）個別業績予想数値の修正 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回予想(A) 14,300 451 499 354 46.66 
今回修正(B) 13,498 304 369 185 24.36 
増減額(B－A) △  801 △  147 △  130 △  169 ― 
増減率(%) △  5.6% △ 32.6% △ 26.1% △ 47.8% ― 
(ご参考)前期実績 
(平成 20 年 3 月期) 13,796 367 150 107 14.08 
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３．修正の理由 

（１） 連結業績予想について 

売上高につきましては概ね個別業績予想の修正に基づいて行うものであります。営業利益及び経常

利益につきましては棚卸資産の未実現利益控除が前回予想より少なくなり利益の減少幅は個別業績予

想に比べ小さくなっており、営業利益は前回発表予想に対しまして 8.0%未達の 790 百万円、経常利益

は前回発表予想に対しまして 11.0%未達の 468 百万円となる見込であります。当期純利益につきまして

は個別同様、得意先の民事再生手続開始の申立てに基づき貸倒引当金繰入額 63百万円の計上（平成 21

年 3月31日開示済）により前回発表予想に対しまして25.9%未達の237百万円となる見込であります。 

（２） 個別業績予想について 

当期の当社を取り巻く経営環境は下期に入り極めて厳しい状況で推移しました。金融危機に端を発

した世界的な景気後退による消費の低迷に加え、全国的な暖冬のため降雪量が少なかったことにより

冬季商品の需要の減少があり、売上高につきましては前回発表予想に対しまして 5.6%未達の 13,498

百万円となる見込であります。 

営業利益及び経常利益につきましては売上高の未達による粗利の減少により営業利益は前回発表予

想に対しまして 32.6%未達の 304 百万円、経常利益は前回発表予想に対しまして 26.1%未達の 369 百万

円となる見込であります。当期純利益につきましては、3月 31 日に開示した取立不能または取立遅延

のおそれがある債権に対して貸倒引当金繰入額 63百万円を計上したことに加え、関係会社株式評価損

ならびに関係会社債権に対する貸倒引当金繰入額を計上したことにより前回発表予想に対しまして

47.8%未達の 185 百万円となる見込であります。 

 

 

 

※上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 

 

以  上 

 


